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要
旨 『

千
載
佳
句
』

『
新
撰
朗
詠
集
』

金

澤

典

子

所
載
の
杜
荀
鶴
詩
校
異

晩
唐
の
杜
荀
鶴
（
字
は
彦
之
、
会
昌
六

(
8
4
6
)

1
天
祐
四

(
9
0
7
)

年？・）

に
は
、
『
唐
風
集
』
と
題
さ
れ
る
詩
文
集
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
現
存

す
る
『
唐
風
集
』
は
、
今
麓
詩
の
み
を
収
録
す
る
。
宋
蜀
刻
本
が
一

本
伝
来
す
る
と
と
も
に
、
明
刊
本
の
汲
古
閣
蔵
本
『
唐
風
集
』
が
伝

え
ら
れ
て
い
て
、
汲
古
閣
蔵
本
は
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
の
底
本
と
な

り
、
『
御
定
全
唐
詩
』
に
本
文
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

一
方
、
杜
荀
鶴
文
集
の
唐
紗
本
お
よ
び
旧
紗
本
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
『
千
載
佳
句
』
に
は
七
言
一
九
聯
の
詩
句
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
貴
重
な
旧
紗
本
本
文
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
現
存
の
杜
荀

鶴
『
唐
風
集
』
に
は
含
ま
れ
な
い
二
詩
二
聯
を
含
む
。
『
和
漢
朗
詠
集
』

に
は
四
聯
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
は
二
聯
の
杜
荀
鶴
詩
句
が
採
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
う
ち
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
二
聯
は
『
千
載
佳
句
』
に
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
日
本
独
自
の
朗
詠
的
な
改
変
の
可
能
性
は
あ
る

も
の
の
、
宋
本
と
は
異
な
る
旧
紗
本
系
本
文
の
脈
流
を
ひ
く
。

本
稿
で
は
、
『
千
載
佳
句
』
諸
本
お
よ
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
．
『
新
撰

朗
詠
集
』
の
本
文
と
、
杜
荀
鶴
文
集
別
集
（
宋
本
・
明
本
）
、
『
文
苑
英

華
』
（
北
宋
成
立
）
・
『
唐
音
統
簸
』
（
明
末
成
立
）
・
『
御
定
全
唐
詩
』
（
清
初

成
立
）
等
の
総
集
と
の
校
異
を
示
し
、
本
文
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
旧

『
和
漠
朗
詠
集
』

晩
唐
の
杜
荀
鶴
（
字
は
彦
之
、
会
昌
六

(
8
4
6
)

1
天
祐
四

(
9
0
7
)

年？・）

に
は
、
『
唐
風
集
』
と
題
さ
れ
る
詩
文
集
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
巻
数

は
二
巻
と
も
三
巻
と
も
十
巻
と
も
い
う
が
（
註
1
)

、
現
存
す
る
『
唐
風

集
』
は
三
巻
で
あ
り
、
今
閥
詩
の
み
を
含
む
。
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』

に
は
そ
の
書
名
は
な
い
。
『
唐
風
集
』
に
は
顧
雲
（
晩
唐
）
の
序
が
あ

り
、
『
詩
経
』
の
「
国
風
」
に
対
し
、
唐
の
新
風
と
い
う
意
で
『
唐
風

集
』
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
後
世
、
杜
荀
鶴
の
詩
体
は
「
杜
荀

鶴
体
」
（
厳
羽
『
消
浪
詩
話
』
）
と
呼
ば
れ
た
（
註
2
)
0

杜
荀
鶴
の
詩
集
に
は
、
宋
蜀
刻
本
が
一
本
の
こ
さ
れ
て
お
り
、
「
杜

荀
鶴
文
集
」
と
い
う
内
題
を
も
つ
。

明
刊
本
と
し
て
は
、
汲
古
閣
蔵
本
『
唐
風
集
』
が
の
こ
さ
れ
て
い

る。
現
在
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
の
書
物
は
、

宋
代
の
活
発
な
印
刷
文
化
の
中
で
、
本
文
の
改
変
を
少
な
か
ら
ず
受

け
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
唐
紗
本
や
旧
紗
本
は
、
詩
人
の
詠
ん

だ
原
態
に
近
い
本
文
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
杜
荀
鶴

文
集
に
つ
い
て
は
、
唐
紗
本
お
よ
び
旧
紗
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
平
安
時
代
中
期
に
大
江
維
時
（
仁
和
四
(
8
8
8
)

年
＼
応
和
三
(
9
6
3
)

年
）
に
よ
り
撰
録
さ
れ
た
『
千
載
佳
句
』
に
は
、
杜
荀
鶴
詩
句
七
言

ヽ

は
じ
め
に

キ
—
ワ
ー
ド
~
旧
紗
本
、
『
唐
風
集
』
、
『
全
唐
詩
』

紗
本
に
は
避
け
ら
れ
な
い
誤
写
の
可
能
性
を
排
除
し
、
唐
代
に
流
通

し
た
で
あ
ろ
う
原
態
の
本
文
を
見
出
す
こ
と
を
試
み
た
。
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二、

杜
荀
鶴
詩
の
諸
本
に
つ
い
て

一
九
聯
の
詩
句
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
貴
重
な
旧
紗
本
本
文

で
あ
る
（
註
3
)

。
そ
の
中
に
は
、
現
存
の
杜
荀
鶴
『
唐
風
集
』
に
は
含

ま
れ
な
い
二
詩
二
聯
を
含
む
（
『
全
唐
詩
逸
』
に
は
採
ら
れ
て
い
る
）
。
平
安

後
期
成
立
の
『
新
撰
朗
詠
集
』
（
藤
原
基
俊
（
康
平
三

(
1
0
6
0
)

年
1
永

治

二
(
1
1
4
2
)

年
）
撰
）
の
本
文
も
ま
た
旧
紗
本
系
の
そ
れ
で
あ
る
が
、

二
聯
の
杜
荀
鶴
詩
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
公
任
（
康
保
三

(
9
6
6
)

年
1
長
久
―
-
（
1
0
4
1
)

年
）
に
よ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
杜
荀
鶴
詩
句

四
聯
が
採
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
本
文
は
朗
詠
に
起
因
す
る
改
変
を
受

け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
う
ち
の
一
一
聯
は
『
千
載
佳

句
』
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
旧
紗
本
系
本
文
を
考
え
る
上
で
貴
重

で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
調
査
の
対
象
と
し
た
杜
荀
鶴
文
集
諸
本
に
つ
い
て
内

容
的
な
覚
書
を
記
し
、
『
千
載
佳
句
』
杜
荀
鶴
詩
句
の
、
『
千
載
佳
句
』

諸
本
お
よ
び
杜
荀
鶴
集
別
集
・
総
集
と
の
校
異
を
示
す
。
ま
た
、
唐

代
に
流
通
し
た
本
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
註
4

)

0

杜
荀
鶴
文
集
に
は
宋
蜀
刻
本
が
存
し
、
そ
の
他
の
宋
本
は
知
ら
れ

て
い
な
い
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
宋
蜀
刻
本
は
三
巻
本
で
あ
り
、

序
、
目
録
を
含
み
、
各
々
の
巻
の
第
一
紙
第
一
行
に
「
杜
荀
鶴
文
集

序
」
、
「
杜
荀
鶴
文
集
目
録
」
、
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
第
一
ロ
ロ

□

唐
風
集
」
、

「
杜
荀
鶴
文
集
巻
第
二

□

口
□

唐
風
集
」
、
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
第
三
口

口
□

唐
風
集
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
律
詩
・
絶
句
の
分
類
は
さ
れ
ず

に
、
各
巻
と
も
「
雑
詩
」
と
題
し
て
作
品
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
序

に
は
「
太
常
博
士
修
國
史
顧
雲
撰
」
と
あ
る
。
顧
雲
は
杜
荀
鶴
の
友

人
で
、
杜
荀
鶴
に
は
彼
に
贈
っ
た
詩
が
あ
る
（
「
寄
顧
雲
」
）
。

明
刻
本
に
は
汲
古
閣
蔵
本
が
あ
る
。
汲
古
閣
蔵
本
は
「
唐
風
集
巻

上
」
、
「
唐
風
集
巻
中
」
、
「
唐
風
集
巻
下
」
と
題
さ
れ
た
三
巻
本
で
あ

り
、
版
心
に
も
ま
た
そ
れ
ら
が
記
さ
れ
る
が
、
「
唐
風
集
巻
上
」
第
一

紙
と
「
唐
風
集
巻
下
」
の
最
終
詩
紙
に
は
「
汲
古
閣
一
毛
氏
正
本
一
」
（
度
」

冒
」
は
小
字
双
行
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
は
五
言
律
詩
、
中
巻

は
七
言
律
詩
、
下
巻
は
五
言
絶
句
と
七
言
絶
句
を
収
録
す
る
。
宋
蜀

刻
本
に
含
ま
れ
る
顧
雲
の
序
文
も
ま
た
採
録
し
て
い
る
。
宋
蜀
刻
本

に
対
し
て
詩
体
で
の
分
類
を
施
し
、
前
か
ら
配
列
し
た
場
合
と
比
較

す
る
と
、
配
列
が
一
致
す
る
場
合
が
多
い
の
で
は
あ
る
が
、
前
後
す

る
場
所
も
あ
り
、
宋
蜀
刻
本
と
は
異
な
る
宋
本
を
底
本
に
し
て
再
配

列
を
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
各
巻
に
は
、
巻
が
収
録
す
る
作
品
数

も
記
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
に
は
「
今
謄
五
言
凡
一
百
二
十
六
首
」
（
実

際
に
は
一
百
二
十
五
首
）
、
中
巻
に
は
「
今
臆
七
言
凡
一
百
四
十
首
」
、
下

巻
に
は
「
今
腫
五
言
七
言
凡
五
十
二
首
」
と
あ
り
、
総
数
は
三
一
八

（
実
際
に
は
三
一
七
）
首
で
、
古
体
詩
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
な
い
。
杜
荀

鶴

「

題

仇

虚

士

郊

居

」

に

は

「

笑

我

有

詩

三

百

首

馬

蹄

紅

日

急

於

名
」
と
あ
っ
て
、
汲
古
閣
蔵
本
収
録
詩
は
お
お
よ
そ
杜
荀
鶴
詩
の
全

て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
唐
音
統
簸
』
の
杜
荀
鶴
詩
も
ま
た
詩
の
形
態
に
よ
り
分
類
さ
れ

て
い
る
が
、
詩
の
配
置
順
序
は
汲
古
閣
蔵
本
と
は
全
く
異
な
っ
て
い

る
（
『
唐
音
統
鍛
』
で
は
詩
の
内
容
も
加
味
さ
れ
た
配
列
と
な
っ
て
い
る
）
。

清
・
席
啓
寓
輯
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
は
、
杜
荀
鶴
文
集
三
巻
を

収
録
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
顧
雲
の
序
が
採
録
さ
れ
て
お
り
、

目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
一
は
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
第
一
口

□

唐

風
集
」
と
し
て
、
宋
蜀
刻
本
と
同
様
に
作
者
名
を
記
さ
ず
、
二
行
目

に
「
口
雑
詩
」
と
分
類
名
を
記
し
て
、
次
の
行
か
ら
詩
を
書
き
始
め
、

最
初
に
七
言
律
詩
の
「
春
宮
怨
」
を
置
く
等
は
宋
蜀
刻
本
に
一
致
し

て
い
る
。
し
か
し
、
三
首
目
の
収
録
詩
は
異
な
っ
て
い
て
、
全
般
に

作
品
配
列
は
一
致
し
な
い
。
第
二
巻
は
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
中
ロ
ロ
ロ

唐
風
集
」
で
は
じ
ま
り
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
第
二
」
で
終
わ
り
、
第
三

巻
は
始
ま
り
が
「
杜
荀
鶴
文
集
巻
下

□

口
□

唐
風
集
」
、
終
わ
り
が
「
杜

荀
鶴
文
集
巻
下
」
と
な
っ
て
、
宋
蜀
刻
本
と
汲
古
閣
蔵
本
を
混
在
さ
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詩

題

「

雪

」

に

お

い

て

は

、

席

啓

寓

輯

本

は

汲

古

閣

蔵

本

と

二

句

目
に
異
同
が
あ
る
の
み
だ
が
、
「
維
揚
春
日
再
遇
孫
侍
御
」
（
金
子
番

号

105)

な

ど

は

宋

蜀

刻

本

と

同

じ

本

文

に

作

り

、

多

く

は

宋

蜀

刻

本

と
同
じ
本
文
に
作
る
。

季

振

宜

『

全

唐

詩

』

は

、

底

本

に

汲

古

閣

蔵

本

を

用

い

、

巻

上

最

終
紙
（
第
十
六
紙
）
の
オ
モ
テ
の
後
に
四
篇
を
挿
入
し
（
そ
の
後
に
、
第

十
六
紙
ウ
ラ
が
続
く
）
、
ま
た
、
巻
下
の
最
終
紙
の
ウ
ラ
（
空
白
紙
）
に
四

首
を
書
き
加
え
て
い
る
。
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
で
は
、
た
と
え
ば
『
文

席

啓

寓

輯

本

雪

風

攪

長

空

寒

骨

生

先

於

琥

色

報

窟

明

江

湖

不

見

飛

禽

影

巖
谷
叫
聞
折
竹
臀

巣

穴

幾

多

相

似

慮

路
岐
兼
得
一
般
平

擁
抱
公
子
因
[

（
一
作
莫
）
言
冷

中

有

樵

夫

銑

足

行

擁路巣巖江先憚
宋

抱岐穴谷湖於攪雪蜀

公兼幾唯I不廃長 刻

子得多聞見色空 本

莫I一相折飛報寒

言般似竹禽窟骨

冷平慮整影明生

中

有

樵

夫

銑

足

行

汲

古

閣

蔵

本

雪
風

攪

長

空

寒

骨

生

光

於

境

色

報

窟

明

江

湖

不

見

飛

禽

影

巖
谷
側
聞
折
竹
磐

巣

穴

幾

多

相

似

虚

路
岐
兼
得
一
般
平

擁

抱

公

子

悧

（
一
作
莫
）
言
冷

中

有

樵

夫

銑

足

行

せ
た
よ
う
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
版
心
に
は
「
荀
鶴
集
上
」
「
荀
鶴

集
中
」
「
荀
鶴
集
下
」
と
あ
る
。
本
文
は
「
閑
」
を
用
い
て
「
間
」
と

は
し
な
い
こ
と
か
ら
、
宋
本
の
形
を
留
め
る
（
明
刻
本
で
は
一
般
に
「
間
」

が
用
い
ら
れ
る
）
。
ま
た
「
果
」
と
「
菓
」
の
異
体
字
も
、
宋
本
と
同
じ

く
、
「
菓
」
に
作
る
。
詩
本
文
に
つ
い
て
も
、
一
篇
の
詩
の
中
に
も
、

宋

蜀

刻

本

本

文

と

汲

古

閣

蔵

本

本

文

を

混

在

さ

せ

た

よ

う

な

異

同

が

見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
七
言
律
詩
「
雪
」
（
『
千
載
佳
句
』
に
一
聯
を
収

録
、
金
子
番
号
301)

で
は
、
席
啓
寓
輯
本
と
、
宋
蜀
刻
本
・
汲
古
閣
蔵
本

の
本
文
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
で
あ
り
、
席
啓
寓
輯
本
本
文
は
、

一
箇
所
は
宋
蜀
刻
本
と
一
致
し
て
汲
古
閣
蔵
本
と
は
異
な
り
、
二
箇

所
は
汲
古
閣
蔵
本
と
一
致
し
て
宋
蜀
刻
本
と
は
異
同
が
あ
る
。

苑

英

華

』

明

刊

本

や

『

萬

首

唐

人

絶

句

』

の

そ

れ

を

そ

の

ま

ま

切

り

貼

り

す

る

場

合

が

多

く

あ

り

、

そ

の

場

合

に

は

詩

の

出

自

が

明

ら

か

で
あ
る
が
、
杜
荀
鶴
詩
の
こ
の
八
首
は
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
出
典
は
不
明
で
あ
る
。

季

振

宜

『

全

唐

詩

』

の

特

徴

と

し

て

、

底

本

に

直

接

総

集

類

お

よ

び
別
集
と
の
異
同
を

書

き
込
み

、

そ
の
片

側

が
意
味

を

成
さ
な

い

と

判

断

さ

れ

た

場

合

に

は

削

除

し

、

両

者

と

も

に

認

め

ら

れ

る

場

合

に

は
書
き
加
え
た
字
を
「
一
作

S
」
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
が
あ
る
。

季
振
宜
『
全
唐
詩
』
が
用
い
た
諸
本
と
し
て
は
、
「
宋
本
」
『
文
苑
英

華
』
『
楽
府
詩
集
』
『
唐
詩
紀
事
』
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
出
典
が
明

示

さ

れ

な

い

で

字

が

添

え

ら

れ

て

い

る

箇

所

が

ご

く

わ

ず

か

な

が

ら

あ
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
別
の
明
刊
本
に
よ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
御
定
全
唐
詩
』
は
、
こ
の
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
を
底
本
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
汲
古
閣

蔵

本
に
は

撰

録
さ
れ

て

い
な
い

八

篇
が
季

振

宜

『
全
唐
詩
』
の
挿
入
箇
所
の
ま
ま
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
『
御
定
全

唐
詩
』
で
は
、
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
に
含
ま
れ
な
い
一
篇
（
巻
六
九
二

「
自
江
西
蹄
九
華
」
）
が
さ
ら
に
追
加
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
篇
を
除
け

ば
、
両
者
の
詩
の
配
列
順
序
も
一
致
．
す
る
。
し
か
し
、
『
御
定
全
唐
詩
』

の
編
集
方
針
は
、
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
た

ら
し
い
。
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
が
諸
本
を
比
較
し
た
結
果
と
し
て
(
、

「
一
作
1
J
で
は
な
く
、
）
削
除
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
本
文
が
、
『
御
定

全
唐
詩
』
で
は
「
一
作
＼
j

と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

五
言
律
詩
「
塞
上
」
三
句
目
「
戌
棲
三
琥
火
（
一
作
三
急
琥
）
」
（
巻

六
九
一
）
は
、
季
振
宜
『
全
唐
詩
』
で
は
『
楽
府
詩
集
』
か
ら
「
琥
火
」

を
書
き
入
れ
、

底
本
の

「

急
琥
」

を

削
除
し

て

い
る
の

で

、
そ

の
ま

ま
書
き
起
こ
す
と
「
戌
棲
・
三
琥
火
」
に
作
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

諸

本

の

多

く

の

異

文

を

取

り

込

む

『

御

定

全

唐

詩

』

の

校

訂

は

、

一

篇

の

詩

の

拡

が

り

を

捉

え

る

こ

と

に

重

き

を

お

い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
註
5
)

。

杜
荀
鶴
詩
の
唐
紗
本
・
旧
紗
本
は
現
存
し
な
い
が
、
『
＋
抄
詩
』
は

(19) 
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凡

例

三、

載
佳
句
』

の

諸

本

は

こ

の

五

本

の

み

で

あ

り

、

歴

博

本

が

鎌

倉

写

本

杜
荀
鶴
詩
を
十
首
含
ん
で
い
る
。
『
＋
抄
詩
』
の
成
立
は
不
明
な
も
の

の
、
推
定
で
は
高
麗
前
期
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
刊
本
は
韓
国

お
よ
び
北
京
大
学
に
あ
り
、
ま
た
、
一
三

0

0
年
前
後
に
子
山
が
著

し
た
そ
の
注
釈
書
『
央
注
名
賢
十
抄
詩
』
も
現
存
す
る
（
註
6
)

。
芳
村

弘

道

氏

は

『

十

抄

詩

』

お

よ

び

『

央

注

名

賢

十

抄

詩

』

に

は

「

宋

代

以

降

の

テ

キ

ス

ト

と

は

異

な

る

古

い

系

統

の

本

か

ら

撰

録

さ

れ

て

」

（註
7
)

い
る
と
す
る
。

刊

本

で

あ

っ

て

も

、

総

集

類

に

は

旧

い

本

文

が

の

こ

っ

て

い

る

場

合

が

あ

り

、

特

に

『

文

苑

英

華

』

に

は

旧

紗

本

と

同

一

に

作

る

例

が

少
な
く
な
い
（
注
8
)

。
『
千
載
佳
句
』
杜
荀
鶴
詩
句
は
、
『
文
苑
英
華
』

に
二
篇
、
『
オ
調
集
』
と
『
萬
首
唐
人
絶
句
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
篇
採
ら

れ
て
お
り
、
『
＋
抄
詩
』
に
は
二
篇
の
採
録
が
あ
る
。

本
稿
の
校
異
で
は
、
『
御
定
全
唐
詩
』
刊
行
ま
で
の
諸
本
を
取
り
上

げ
て
、
そ
の
異
同
を
示
す
。

杜
荀
鶴
詩
句
校
異

立

歴

史

民

俗

博

物

館

蔵

-
．
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
は
、
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
の
影
印
（
『
貴
重
典
籍
叢
書

第

21
巻

0
一
年
）

収
録
）

を
底
本
と
し
た
。

以
下
の
諸
本
を
校
異
の
対
象
と
し
た
。

『
千
載
佳
句
』
・
・
・
歴
博
本

書

第

18
巻
（
漢
詩
文
集
編
）
）
』
（
新
典
社
、
一
九
九
七
年
）
）
、
甲
本
（
国

立
公
文
書
館
蔵
、

林
家
旧
蔵
）
、

和
学
講
談
所
旧
蔵
）
、

国

図

本

（
上
述
の
底
本
）
、

九

大

本

（
国
会
図
書
館
蔵
）
。

（
『
松
平
文
庫
影
印
叢

（
国
立
公
文
書
館
蔵
、

現

在

知

ら

れ

て

い

る

『

千

乙
本

文
学
篇

（
漢
詩
文
）
』
（
臨
川
書
店
、
二
〇 国

九

大

本

と

甲

本

が

江

戸

前

期

、

乙

本

と

国

図

本

は

江

戸

中

期

写

本

と

さ

れ
て
い
る
（
引
9
)

。
各
々
、
「
歴
」
「
九
」
「
甲
」
「
乙
」
「
国
」
と
略
記
す

『
和
漢
朗
詠
集
』

と

京

都

国

立

博

物

館

蔵

さ
れ
て
い
る
。

(
h
t
t
p
:
/
 /www.em use u
m
 .jp
/
)

に

て

画

像

公

開

）

を

用

い

る

。

芦

手

本

は

、

雲

紙

本

系

列

に

分

類

さ

れ

て

お

り

、

粘

葉

本

と

の

相

違

が

指

摘

山

本

ま

り

子

氏

の

一

連

の

研

究

(
"
1
0
)

に
よ
り
、

本

は

、

雲

紙

本

系

列

に

属

す

る

も

粘

葉

本

の

影

響

が

見

ら

れ

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

両

者

に

共

通

す

る

異

同

は

が
有
る
場
合
に
は
、

「
和
ピ
「
和
芦
」

『
新
撰
朗
詠
集
』
・
・
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
『
新
撰
朗
詠
集
』

の
影
印
で
あ
る
『
鎌
倉

東

京

国

立

博

物

館

蔵

『

新

撰

朗

詠

集

』

（

松

田

武

夫

解

説

『

新

撰

朗

詠

一
九
六
―
二
年
）
）

者

に

共

通

す

る

異

同

は

「

新

」

で

示

し

、

恙

異

が

有

る

場

合

に

は

、

れ
ぞ
れ
「
新
フ
ォ
ノ
グ
」
「
新
康
博
」
と
記
す
。

杜

荀

鶴

文

集

…

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
南
宋
刊
本
：
・
宋
蜀
刻
本
唐
人
集
叢
刊
『
杜
荀
鶴
文

集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

汲
古
閣
蔵
本
：
．
『
唐
四
名
家
集
』
第

3
巻
（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
六
年
）
。

「
汲
」

と
略
す
。

席
啓
寓
輯
本
：
•
国
会
図
書
館
蔵
『
唐
詩
百
名
家
全
集
』
（
康
熙
四
十
一
年

『
文
苑
英
華
』

．．． 

宋

版

各
々新

撰
朗
詠
集
』
（
二
玄
社
、

七

世

孫

席

素

威

（
李
宗
焼
整
理

語
言
研
究
所
、
二

0

0
八
年
）
）
、

館
蔵
）
、

明
刊
本

同
を
示
し
た
。

と
記
し
、

巻
は
宋
本
残
巻
が
残
る
。

東

山

席

氏

刊

光

緒

八

年

一
九
六
六
年

で
異

一
九
九
三
年
）

芦
手

一
九
八
四
年
）
と
、

ぞ

補
刊
）
。
「
席
」
と
略
す
。

『
文
苑
英
華
』
（
中
央
研
究
院
歴
史

内

閣

文

庫

の

明

紗

本

（
『
文
苑
英
華
』
（
中
華
書
局
、

（
国
立
公
文
書

明
紗
本
は
「
英
Iyl

紗
」
と
略
記
し
、
明
刊
本
は
「
英
"
r
l
」

両
者
を
さ
す
場
合
は
「
英
」
と
記
す
。
第
二
七
一

1
-
―八

0

博

増

湘

『

文

苑

英

華

校

記

』

（

北

京

圏

書

館

一
九
八

0
年
）
。
「
蜀
」
と
略
す
。

集

＂
梅
沢
本
複
製
』
（
古
典
文
庫

を
用
い
た
。

両

と
記
す
。

~ 

和
し――

で
示
し

差

異

『

芦

手

絵

和

漢

朗

詠

抄

』

(
e
国

宝

る
。

『
粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集
』
（
二
玄
社

(20) 
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て

い

る

こ

と

が

多

い

が

そ

れ

を

記

載

す

る

際

に

は

本

稿

に

お

い

て

も

両

者

を

区

別

す

る

。

本

研

究

で

主

と

し

て

扱

う

唐

詩

本

文

は

、

諸

本

に

お

い

て

十

四

字

が

連

続

し

七
言
詩
で
あ
る
の
で
、

の

と

認

識

さ

れ

て

い

る

の

で

な
お

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
「
万
＿
と

「
萬
」

は

時

代

性

を

表

現

す

る

も

体

字

の

判

定

に

は

、

字

様

や

金

石

文

お

よ

び

『
類
緊
名
義
抄
』
を
用
い
た
。

そ
の
例
に
従
わ
な
い
。

踊

り

字

は

そ

の

前

の

漢

字

と

同

一

と

し

て

扱

う

。

異

い
。
但
し
、
古
字
書
等
で
二
つ
以
上
の
漢
字
の
別
字
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

本

文

は

旧

漢

字

通

行

字

体

を

用

い

異

体

字

の

区

別

は

原

則

と

し

て

行

わ

な

立
が
続
く
場
合
、

紙

面

に

限

り

が

あ

る

た

め

行

を

改

め

な

い

。

「
十
北
」
、
『
央
注
名
賢
十
抄
詩
』

異
同
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

で

は

旦
し
、

,1 

複

数

の

部

抄

詩

』

を

を

『
萬
首
唐
人
絶
句
』

九
五
五
年
）
）

で
該
当
箇
所
を
確
認
し
た
。

••• 

『
萬
首
唐
人
絶
句
』
（
文
学
古
籍
刊
行
社
出
版
、

『
楽
府
詩
集
』
：
・
中
津
濱
渉
『
楽
府
詩
集
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、

「
オ
」

す
る
。

を
用
い
た
。
「
楽
」

と
略
記
す
る
。

と
略
記
す
る
。

『
オ
調
集
』
・
:
『
オ
調
集
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
四
部
叢
刊
、

唐
詩
稿
本
』
（
聯
経
出
版
事
業
公
司
、

一
九
七
九
年
）

一
九
六
五
年
）
。

『
唐
音
統
簸
』
・
・
・
故
宮
博
物
院
編
『
故
宮
珍
本
叢
刊
唐
音
統
簸
』
（
海
南

出

版

社

、

二

0
0
0
年
）
を
用
い
た
。
「
唐
」
と
略
記
す
る
。

季
振
宜
『
全
唐
詩
』
：
．
錢
謙
益
、
季
振
宜
選
輯
、
屈
萬
里
、
劉
兆
祐
主
編
『
全

と
季
振
宜
輯
、

と
略
記
す
る
。

故
宮
博
物
院
編
『
全
唐
詩
季
振
宜
窮
本
』
（
海
南
出
版
社
、

年

）

を

用

い

る

。

前

者

は

初

校

版

で

、

後

者

は

『

御

定

全

唐

詩

』

製

作

後
新
た
に
写
し
た
紗
本
で
あ
る
。
「
季
」

そ
れ
ぞ
れ
季
柏
．
季
元
と
記
す
。

『
御
定
全
唐
詩
』
・
・
・
中
華
書
局
版
『
全
唐
詩
』
を
用
い
る
。
「
全
」

『
＋
抄
詩
』
・
・
・
芳
村
弘
道
編
『
十
抄
詩
・
央
注
名
賢
十
抄
詩
』
（
汲
古
書
院
、

「
十
火
」

二

0
0
0

と

略

記

と

略

記

し

て

-

．

本

文

中

の

割

注

に

関

し

て

、

「

一

作

＼

」

な

ど

本

文

に

か

か

わ

る

割

注

は

小

括

弧
で
く
く
る
。

-
．
音
注
は
、
『
千
載
佳
句
』
『
和
漢
朗
詠
集
』
『
新
撰
朗
詠
集
』
本
文
に
付
さ
れ
て

い
る
も
の
は
明
示
し
、

さ
を
避
け
る
た
め
に
、

原
則
と
し
て
割
愛
し
た
。

な
い
割
注
も
同
様
に
扱
う
。

校
異
を
示
す
場
合
は
、

列
挙
し
、

校

異

に

用

い

た

そ

の

他

諸

本

で

は

原

則

と

し

て

煩

雑

本

文

に

関

わ

ら

ま
ず
底
本
本
文
を
記
し
、

諸

本

間

の

異

同

が

有

る

場

合

に

は

そ

の

異

同

を

、

所
↓
諸
本
の
該
当
箇
所
〔
諸
本
略
記
〕
J

の

書

式

で

記

す

。

異

同

が

な

い

場

合

に

は

無

記

と

す

る

。

諸

本

の

頭

の

一

字

を

略

記

と

し

て

用

い

る

。

本

文

の

右

の
左
に
記
さ
れ
た
異
本
本
文
は
、

本

文

の

下

二

左

寄

せ

の

小

文

字

で

記

す

。

作

者

名

注

と

詩

題

注

は

、

「

／

」

で

区

切

っ

て

示

す

。

乍

者

名

が

記

さ

れ

て

い

な

い

場

合

に

は

、

「

／

」

を

付

け

な

い

。

作

者

名

と

題

の

異

同

は

、

『

千

載

佳

句
』
五
本
の
み
の
異
同
を
記
す
。

（
句
題
和
歌
、

千
載
佳
句
研
究
篇
）
』
（
培
風
館
、

一
九
四
三
年
）

金
子
番
号
と
呼
ぶ
）

-
．
『
千
載
佳
句
』
の
い
ず
れ
に
杜
荀
鶴
詩
が
採
ら
れ
た
か
を
示
す
た
め
に
、

杜

荀

鶴

詩

を

含

ま

な

い

部

立

も

小

字

で

あ

げ

る

。

そ
の
注
釈
で
あ
り
、
『
十
抄
詩
』
と
異
な
る
本
文
を
も
つ
場
合
に
は
『
＋

る
。

二

0

一
年
）
を
用
い
る
。
「
＋
」
と
略
す
。
『
央
注
名
賢
十
抄
詩
』
は

載

佳

句

の

作

品

番

号

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
漢
数
字

以
下

で
あ

に

よ

る

千

-

．

本

文

の

上

の

番

号

は

、

金

子

彦

次

郎

『

平

安

時

代

文

学

と

白

氏

文

集

第

1
巻

が

あ

る

場

合

両

者

に

異

同

に

記

さ

れ

た

異

本

本

文

は

、

本

文

の

下

に

右

寄

せ

の

小

文

字

で

記

し

、

本

文

0
年

を
用
い
た
。
「
萬
」
と
略
記
す
る
。

出

版

社

二

0

0
六

年

一
九
七

便
宜
的
に
空
白
で
区
切
る
。

そ
の
他
、

そ

の

本

文

を

も

つ

諸

本

を

底

本

の

該

当

箇

(21) 
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秋
興

（

送

春

首

夏

夏

興

夏

夜

苦

熱

避

暑

納

涼

晩

夏

歴

九

甲

乙

国

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

央

↓

絶

〔

蜀

席

〕

．

絡

汲

・

唐

季

全

学術研究論集

暮

春
（

春

興

春

饒

春

夜

第 7号
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早
春

千

障

雪

消

淫

影

緑

（
立
春
）

幾

家

梅

綻

酒

波

渭

歴

九

甲

乙

国

洲

↓

酬

〔

九

乙

国

〕

央

岸

柳

絲

懸

細

雨

四
五
八
木
山
版
雨
色

雨

籠

蛍

壁

吟

燈

影

千

載

佳

句

上

四
時
部

繍

田

花

呆

弄

残

春

雨

三

行

雁

帖

雲

秋

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

※

和

、

秋

・

雁

3180

※
詩
題
、
汲
は
「
紐
陽
語
道
中
」

陽
南
イ
↓
南
〔
乙
〕

風

隔

蝉

枝

喋

浪

臀

杜

荀

鶴

／

投

宣

諭

張

に
作
る
。

杜
荀
鶴
／
淮
陽
南
ィ
道

※
『
全
唐
詩
逸
』
有
。

中

作「
綿
陽
道
中
」

立

秋

早

秋

杜

荀

鶴

／

淮

揚

春

日

「
維
楊
春
日
再
遇
孫
侍
御
」

杜

荀

鶴

／

訓

湖

州

杜

員

外

春

至

日

見

憶

273 211 

（

感

月

雨

風

雨

暮

雨

雨

夜

晴

霧

風
月

（
月

天
象
部

（

元

日

寒

食

時
節
部

雨
匂
紫
菊
叢
々
色

（
初
冬

暮

秋
（
秋
夜

歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

歴

九

甲

乙

国

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

※

詩

題

、

蜀

席

は

「

1
毘
陵
遇
」
に
作
る
。

蛍

↓

苔

〔

蜀

席

〕

・

華

属

・

唐

季

全

〕

歴

几

甲

乙

国

・

汲

席

・

萬

唐

季

全

「

閲

中

秋

思

」

匂

↓

句

〔

汲

席

・

萬

唐

季

ぎ

※

「

匂

」

は

日

本

独

自

の

異

体

字

。

冬

興

風

弄

紅

蕉

葉

々

臀

三
月
三
日

風

射

破

窟

燈

易

滅

月

穿

疏

屋

夢

難

成

七

夕

八

月

十

五

夜

重

陽

冬

至

冬

夜

歳

暮

遇
毘
陵
」

「
旅
中
臥
病
」

杜

荀

鶴

／

秋

思

杜

荀

鶴

／

旅

舎

「
投
宣
諭
張
侍
郎
乱
後

侍
郎

(22) 
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閑

遊

閑

官

※
甲
乙
国
、
「
圏
蜜

閑

興

を

「
圏
書
」

寓

興

感

興

に
作
る
。

林
亭
」

閑

散

自

詠

詠

興

留

客

留

宿

美

女

艶

情

王

昭

君

間

怨

閑

居

閑

適

朋

友

文

友

憶

友

書

信

遇

友

不

遇

友

憶

遇

友

訪

問

経

過

招

客

文

藻

褒

美

草

書

圏

量

及

第

慶

賀

感

恩

謝

恩

兄

弟

憶

兄

弟

外

孫

（

丞

相

将

相

尚

書

近

臣

将

軍

従

軍

刺

史

縣

令

人
事
部

（

泉

瀑

布

泉

春

水

）

山
中

（
山
水

地
理
部

（
雪
夜

江

湖

不

見

飛

禽

影

雪

庭

前

竹

撼

一

窟

秋

オ

士

幼

智

才

藝

木

芙

蓉

檜

松

松

柳

乏

舟

水

石

渠

橋

勝

地

「
隣
家

暁

夜

閑

夜

巖

谷

時

聞

折

竹

整

杜

荀

鶴

／

雪

歴

九

甲

乙

国

・

十

・

蜀

汲

席

・

英

唐

季

全

巖

↓

岩

〔

十

J
t
]

時
↓
唯
〔
十
・
蜀
・
唐
〕
．
惟
〔
汲
席
〕
・
時
（
集
作
唯
）
〔
英
〕

春

雪

ィ

元

此

題

月

在

釣

渾

秋

睡

盛

晴

雪

雲

横

樵

捏

野

情

深

杜

荀

鶴

／

山

居

自

遣

歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

盛

↓

重

五

汲

席

・

唐

季

全

〕

径

↓

逗

五

汲

席

・

唐

季

全

〕

※

こ

こ

は

異

体

字

。

閑

意

「
山
居
自
遣
」

閑

放

「
雪

628 525 

松

竹
（

水

草

水

樹

梅

梅

柳

柳

桃

柳

櫻

桃

山

石

櫂

石

楠

辛

夷

木

蓮

草

木

部
（

居

宅

隣

家

茜

宅

亭

林

亭

水

亭

亭

棲

水

棲

水

閣

山

館

池

秋

池

居

虞

部
（
禁
中

千
載
佳
句
下

官

省

部
感

歎

秘

書

省

集

賢

閣

古

宮

懐

藷

老

老

人

老

病

※

詩

題

、

季

は

万

↓

萬

〔

国

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

「
寺

を
削
除
。

百
歳
有
涯
頭
上
雪

歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

澗

底

松

揺

千

尺

雨

隣
境
）

※
乙

「
隣
境
」

歴

九

甲

乙

国

・

新

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

↓
 

杜

荀

鶴

／

夏

日

遊

張

山

人

林

亭

「
夏
日
留
題
張
山
人

「
贈
題
兜
率
寺
閑
上
人
院

萬

般

無

染

耳

邊

風

杜

荀

鶴

／

贈

閑

上

人

(23) 
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熟

↓

就

r

寒

↓

東

〔

汲

席

・

オ

唐

季

〈
L

※
新
、

※
詩
題
、

（
花
竹
ィ
本
有
此
題

雑

・

山

水

5020

蜀
席
は
「
夏
日
留
題
」
。

前

↓

中

〔

蜀

汲

席

・

唐

季

全

]

野

泉

臀

入

硯

池

中
〔
九
乙
〕
・
姪

酒

熟

寒

山

酌

白

雲

歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
オ
唐
季
全

r

蜀
汲
席
・
オ
唐
全
〕
•
在
〔
季
〕

琴

酒

琴

臨

秋

水

弾

明

月

3
 

6
 

7
 

歌

妓

踏

歌

舞

妓

歌

歌

舞

琴

（

鶴

猿

雁

鷹

馬

馬

菊

菊

酒

蘭

菊

雑

花

花

樹

花

水

翫

花

花

宴

惜

花

）

藤

薔

薇

紫

薇

牡

丹

芍

薬

蓮

歴
九
甲
乙
国
]
蜀
汲
席
・
原
季
全

替

↓

深

〔

唐

〕

、

姪

↓

姓

638 

宴
喜
部

禽

獣

部
水

竹

窟

竹

影

揺

書

案

上

竹

竹

柳

揚

竹

[
甲

「
山
中
寄
詩
友
」

吟
友

（

公

宴

宴

會

春

宴

夏

宴

夜

宴

逃

夜

宴

庚

申

宴

後

宴

楽

妓

楽

，
題
弟
姪
占
堂
」

露
荷
ィ
有
此
題

杜

荀

鶴

／

山

中

寄

諸

姪
書
院

採

蓮

杜

荀

鶴

／

山

中

題

弟

955 812 

（

水

行

暁

行

旅

情

行

旅
（
琴
書

（
別
意

別

離

部

別

使

君

餞

別

宴

別

春

別

秋

別

留

別

別

後

園

碁

碁

酒

漁

遊

猫

（

遊

寛

遊

宴

春

遊

夏

遊

秋

遊

冬

遊

登

山

遊

山

眺

望

夜

蹄

遊

戯

遊
放
部 厨

膳

（
飲
宴

詩

酒

會

飲

勧

酒

酔

春

酔

留

酔

酔

掲

或

辞

輝

歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

過

↓

如

〔

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

九

轄

懸

丹

那

勝

酒

五

音

清

栗

未

過

詩

琴

茶

送

別

漁

舟

火

影

寒

燒

浪

，

騨

路

鈴

臀

夜

過

山

等

琵

琶

酔

後

茶

茶

酒

氷
「
白
髪
吟
」

杜

荀

鶴

／

白

嬰

吟

杜

荀

鶴

／

宿

臨

江

鐸

歴
九
甲
乙
国
・
和
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

※
和
、
雑
・
山
水

5020

寒

焼

浪

↓

蹄

寒

浦

〔

蜀

席

〕

・

寒

蹄

浦

[

汲

●

唐

季

全

]

笙

篇

笛

管

絃

楽

曲

酒

「
秋
宿
臨
江
騨
」
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歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
英
唐
季
全

話

↓

話

（

一

作

語

）

〔

英

IPl
抄〕

山

↓

公

〔

汲

席

〕

・

公

（

一

作

山

）

〔

季

全

〕

縁

梁

摘

菓

霜

晴

後

幽

居

桐

襄

客

束

無

俗

話

郭

中

人

到

有

山

情

郊

居
（
別
山
居
）

山
居

隠

逸

部

※
詩
題
、
＋
は
「
夏
日
登
友
人
林
亭
」
。

花

亭

↓

掬

山

[

+

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

眠

雲

↓

横

琴

〔

十

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

艇

圃

↓

種

菱

〔

＋

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

童

↓

僅

〔

十

央

．

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

月

↓

雪

〔

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

鋤

↓

組
歴
九
甲
乙
国
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

出

竹

吟

詩

月

上

初

〔
十

花

亭

野

客

眠

雲

酔

薬

圃

家

童

踏

月

鋤

（

思

隠

隠

士

徴

隠

士

思

茜

隠

卜

山

「
書
齋
即
事
」

杜

荀

鶴

／

題

周

絲

先

歴

九

甲

乙

国

・

十

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

「
夏
日
登
友
人
書
齋

杜

荀

鶴

／

題

郊

居

「
題
仇
虚
土
郊
居
」

杜

荀

鶴

／

書

齋

言

懐

林
亭

輩
石
門
山
庄

1082 1050 

（
山
人

風

彿

乱

燈

山

磐

曙

露

摺

仙

杏

石

壇

春

歴

九

甲

乙

国

杜

荀

鶴

／

紫

極

宮

上

元

有

次

呈

諸

道

流

道
観

（

仙

人

仙

境

道

士

仙
道
部

（

贈

僧

祠

観

※
歴
甲
は

祠

衣

納

厚

雲

蔵

線

壽

朧

高

束

雪

年

眉

歴

九

甲

乙

国

・

新

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

※

新

、

雑

・

僧

5640

壽

↓

夏

〔

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

尿

↓

印

〔

九

乙

国

・

新

・

蜀

汲

席

・

唐

季

全

〕

「
而
」

を

誤

写

し

て

「
佑
」
に
作
る
か
。

老

僧
（

寺

禅

居

僧

坊

諜

僧

）

繹

氏

部

縁

↓

沿

〔

蜀

汲

席

・

唐

季

全

菓

↓

果

〔

汲

・

唐

季

全

〕

杜

荀

鶴

／

題

老

僧

「
題
覺
祠
和
」

(25) 
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四、

雑
． 
僧

564 

雑
． 
松
394 

II 

1050 628 

新

撰

朗

詠

集
※
杜
荀
鶴
詩
句
は
二
首
。

内

二
首
は
『
千
載
佳
句
』
に
採
ら
れ
る
。

556 

漁
父
晩
船
分
浦
釣

雑
・
山
家

和
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

濃
↓
醜
〔
唐
〕

514 

萌

薩

杓

酌

春

濃

酒

雑
•
水

雑
・
山
水

502

955 

，
 

秋

・

雁

13
 

『
千
載
佳
句
』

『
千
載
佳
句
』

詐

猛

舟

流

夜

脹

灘

牧

童

寒

笛

俯

牛

吹

和
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全

『
千
載
佳
句
』

『
千
載
佳
句
』

杜
荀
鶴
詩
本
文
の
問
題
点

以
上
の
校
異
で
は
、
『
千
載
佳
句
』
と
『
新
撰
朗
詠
集
』
所
載
の
二

首
、
お
よ
び
、
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
載
の
二
首
は
そ

175 

和

漢

朗

詠

集
※
杜
荀
鶴
詩
句
は
四
首
。

内

※
同
文
に
作
る
。

※
同
文
に
作
る
。

杜

荀

鶴

杜

荀

鶴

「
戯
贈
漁
家
」

「
登
石
壁
禰
師
水
閣
有
作
」

※
同
文
に
作
る
。

※
同
文
に
作
る
。

二
首
は
『
千
載
佳
句
』
に
採
ら
れ
る
。

105 

「
央
岸
」

↓
 

れ
ぞ
れ
同
文
に
作
り
、

わ
れ
る
。

旧

紗

本

本

文

は

、

作

者

も

し

く

は

そ

の

時

代

の

本

文

を

留

め

て

い

る

が

ゆ

え

に

、

本

文

研

究

に

お

い

て

は

貴

重

で

あ

る

が

、

紗

本

ゆ

え

の
誤
写
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
『
千
載
佳
句
』
と
『
和
漢
朗

詠
集
』
に
は
杜
荀
鶴
詩
句
が
併
せ
て
ニ
―
聯
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

そ

の

う

ち

、

宋

本

・

明

本

に

存

す

る

の

は

一

九

聯

で

、

二

聯

が

散

侠

詩

か

ら

の

採

録

と

な

っ

て

い

る

。

宋

本

・

明

本

に

収

め

ら

れ

た

詩

篇

か

ら

の

一

九

聯

で

は

、

そ

の

う

ち

の

―

二

聯

が

宋

明

本

諸

本

と

は

明

ら

か

に

異

な

る

本

文

を

作

る

(
6
3
パ
ー
セ
ン
ト
。
同
音
、
す
な
わ
ち
、
音
通

で
あ
る
場
合
を
含
む
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
載
の
み
の
二
首
は
宋
本
と
同
文
に
作
る
）
。

以

下

、

異

同

箇

所

が

誤

字

か

否

か

、

ま

た

、

宋

本

に

よ

る

改

変

は

考

え
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

「
絶
岸
」
[
宋
席
〕
．
「
絡
岸
」
〔
汲
．
唐
季
全
]

「
央
」
と
「
絶
」
・
「
絡
」
は
、
音
も
意
味
も
全
く
異
な
る
。

但
し
、
い
ず
れ
も
入
声
で
あ
る
。
『
千
載
佳
句
』
の
「
央
岸
」
は

川

の

両

岸

も

し

く

は

対

岸

に

柳

、

宋

本

等

の

「

絶

岸

」

は

切

り

立
っ
た
岸
に
柳
、
汲
古
閣
蔵
本
以
降
の
諸
本
が
作
る
「
絡
岸
」

は

柳

が

岸

に

か

ら

ま

る

ほ

ど

の

イ

メ

ー

ジ

で

、

詩

の

中

で

不

可

と
い
う
語
は
無
い
が
、
唐
詩
の
用
例
で
は
「
央
岸
」
が
多
く
、

そ
の
岸
に
「
花
」
「
柳
」
「
旗
」
の
並
ぶ
様
が
描
か
れ
る
。
杜
荀

鶴
詩
に
も
「
央
」
の
用
例
が
あ
る
（
「
送
蜀
客
遊
維
揚
」
）
。
一
方
、

『
御
定
全
唐
詩
』
で
唐
詩
の
用
例
を
探
る
と
、
「
絡
岸
」
は
こ
こ

が

孤

例

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

「

央

」

が

旧

い

本

文

で

あ

る

蓋

然
性
は
低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

汲

古

閣

蔵

本

以

降

の

「

絡

岸

」

は

柳

が

岸

に

か

ら

ま

る

と

い

う

詩

的

イ

メ

ー

ジ

を

創

出

し

、

対

語

「

繍

田

」

に

対

し

て

よ

り

対

比

的

と

な

っ

て

、

残

春

の

狂

お

し

い

美

し

さ

を

描

き

出

し

て

旧

紗

本

系

本

文

で

あ

る

と

結

論

で

き

る

と

思

(26) 
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「
苔
壁
」
二
回
席
〕
・
「
蛋
壁
」
〔
汲
・
唐
季
全
〕

「
蛋
」
（
蜆
虫
も
し
く
は
蛙
蛙
）
と
「
華
」
（
杜
蛙
）
の
交
替
は
、
『
千

載
佳
句
』

146
（
白
／
題
李
十
一
東
亭
）
・

165
（
白
／
感
秋
詠
思
）
に
も

見
ら
れ
る
（
「
華
」
は
古
く
は
「
蛍
」
）
。
宋
本
等
の
作
る
「
苔
」
は
、

「
蝉
枝
」
の
対
語
と
し
て
は
「
蛋
」
「
華
」
に
劣
る
が
、
「
蛋
壁
」

「
華
壁
」
は
馴
染
み
の
な
い
詩
語
（
後
者
は
、
尚
顔
「
送
獨
孤
虚
士
―

に
一
例
が
あ
る
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
苔
壁
」
は
詩
中
で
な
く

て
も
、
イ
メ
ー
ジ
が
掴
め
る
。
宋
本
で
の
改
変
で
は
、
こ
の
よ

う
に
日
常
性
の
あ
る
詩
語
へ
の
改
変
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。

「
唯
聞
」
〔
十
・
蜀
・
唐
〕
・
「
惟
聞
」
〔
汲
席
〕

『
文
苑
英
華
』
は
、
南
宋
編
纂
時
に
北
宋
本
で
は
「
時
」
、
別

集
で
は
「
唯
」
に
作
る
（
「
時
（
集
作
唯
ご
）
と
し
、
し
た
が
っ
て
、

古

く

は

『

千

載

佳

句

』

の

作

る

「

時

」

を

本

文

と

し

て

い

た

蓋

然
性
が
高
い
。

『
十
抄
詩
』
は
「
唯
」
に
作
る
。
「
時
」
と
作
る
紗
本
以
外
に
、

「
唯
」
に
作
る
紗
本
が
流
通
し
て
い
た
か
、
そ
れ
と
も
『
＋
抄

詩
』
が
参
照
し
た
の
が
宋
本
で
あ
っ
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
唯
」
と
同
義
の

ろ
う
。

「
秋
睡
盛
」

「
帯
」
と

明
本
の
作
る

じ
を
い
う
が
、

「
時
聞
」

「
蛋
壁
」

い
る
。

↓
 

↓
 ↓

 
「
秋
睡
重
」
〔
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

「
重
」
は
、
音
も
意
味
も
全
く
異
な
る
。
宋
本
・

「
睡
重
」
は
起
き
る
の
に
け
だ
る
い
よ
う
な
か
ん

『
千
載
佳
句
』
「
睡
盛
」
は
、
原
義
的
に
は
「
眠

「
惟
」

に
作
る
の
は
、

新
し
い
本
文
で
あ

763 628 

旧

紗

本

と

刊

本

の

間

で

「

前

」

「

中

」

へ

の

改

訂

は

少

な
く
な
い
た
め
（
た
と
え
ば
、

680
番
首
の
劉
馬
錫
「
鶴
」
な
ど
）
、
こ
の

箇

所

も

『

千

載

佳

句

』

の

底

本

が

「

庭

前

」

に

作

っ

て

い

た

と

考
え
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
撰
朗
詠
集
』
に
お
い
て
も
、

『
千
載
佳
句
』
と
同
文
に
作
る
こ
と
か
ら
、
旧
い
本
文
は
「
庭

前
」
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
酒
熟
寒
山
」

宋
蜀
刻
本
が
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
く
「
寒
」
に
作
る
た
め
、

「
寒
山
」
が
旧
い
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
寒
山
」
と
「
秋

水
」
を
対
語
と
す
る
唐
詩
に
は
、
劉
長
卿
「
湘
中
紀
行
十
首
」

の
内
の
「
斑
竹
巖
」
や
、
劉
萬
錫
「
罷
和
州
遊
建
康
」
な
ど
が

あ
る
。
『
オ
調
集
』
は
明
本
と
同
じ
に
作
り
、
『
千
載
佳
句
』
や

宋
本
と
は
異
文
に
作
る
点
が
問
題
点
で
あ
る
。
但
し
、
『
オ
調
集
』

は
後
世
の
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

「
就
」
は
こ
こ
で
は
「
成
就
」
の
義
で
あ
ろ
う
か
ら
、

と
は
同
義
で
あ
る
。
『
千
載
佳
句
』
底
本
に
お
い
て
「
熟
」

「
庭
前
」

↓
 

↓
 

盛
」
と
同
様
に
眠
り
続
け
る
こ
と
で
、
「
眠
壺
」
の
用
例
は
た
と

え
ば
白
居
易
「
病
中
敷
會
張
道
士
見
識
以
此
答
之
」

(
3
5
6
7
)

に

あ
る
。
「
山
居
自
遣
」
詩
の
詩
語
と
し
て
不
適
切
さ
は
な
く
、
「
盟
」

が
旧
い
本
文
で
あ
る
蓋
然
性
は
低
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
「
秋
睡
重
」
の
「
重
」
は
、
「
盛
」
に
比
し
て
、
そ
の

対
語
で
あ
る
「
野
情
深
」
の
「
深
」
と
、
よ
り
対
比
的
で
あ
る
。

白

詩

の

宋

本

に

お

け

る

改

変

で

も

、

対

句

の

対

語

が

よ

り

対

比

的

に

な

る

変

更

が

行

わ

れ

て

お

り

、

こ

こ

も

ま

た

、

原

態

が

宋

本
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
と
見
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

「
庭
中
」
〔
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

「
酒
就
東
山
」
〔
汲
席
・
オ
唐
季
全
〕

か
ら

「
熟
」

で
あ

(27) 
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「
未
過
詩
」

「
過
」
と
「
如
」
の
語
義
は
異
な
る
が
、
本
詩
の
中
で
は
同

意
的
で
あ
る
。
『
御
定
全
唐
詩
』
で
用
例
を
探
れ
ば
、
「
未
如
」

「
未
過
」
の
い
ず
れ
の
用
例
も
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
千
載

佳

句

』

の

底

本

に

お

い

て

「

過

」

で

あ

っ

た

可

能

性

を

排

除

す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
寒
燒
浪
」

と

「
蹄
寒
浦
」
〔
蜀
席
〕
・
「
寒
蹄
浦
」
〔
汲
・
唐
季
全
〕

対

句

の

構

造

か

ら

、

宋

本

等

の

作

る

「

蹄

寒

浦

」

は

不

可

で

あ
る
。
「
寒
燒
浪
」
と
「
寒
蹄
浦
」
は
、
平
仄
等
に
も
問
題
が
な

い
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
い
て
も
『
千
載
佳
句
』
と
同
文
に
作

る
た
め
、
『
千
載
佳
句
』
の
底
本
に
お
い
て
、
「
寒
燒
浪
」
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

・
「
花
亭
野
客
眠
雲
酔
築
圃
家
童
踏
月
鋤
」

「
拗
山
野
客
横
琴
酔
種
薬
家
僅
踏
雪
鋤
二
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

「
拗
山
野
客
横
琴
酔
種
薬
家
僅
踏
月
銀
」
〔
十
〕

宋

本

以

下

の

諸

本

と

『

千

載

佳

句

』

で

は

、

大

き

く

本

文

が

異
な
る
。
『
千
載
佳
句
』
の
本
文
で
は
、
野
客
（
什
官
し
な
い
人
）

は

あ

ず

ま

や

に

い

る

と

い

う

だ

け

で

あ

る

が

、

宋

本

以

下

の

諸

本
の
「
拗
山
野
客
」
（
山
を
拗
つ
野
客
）
で
は
、
旅
人
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
。
ま
た
「
種
薬
家
僅
」
（
薬
を
種
う
家
憧
）
も
労
働
の
イ
メ

ト
ジ
が
よ
り
鮮
明
で
具
体
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
千
載

佳

句

』

の

「

薬

圃

家

童

」

は

、

夜

も

働

く

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

よ

り
も
、
月
影
に
い
る
と
い
う
、
や
や
幻
想
的
な
、
も
し
く
は
、

心
華
や
ぐ
遊
び
的
な
要
素
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

対

と

成

る

句

で

、

あ

ず

ま

や

を

「

花

亭

」

と

表

現

す

る

こ

と

に

↓
 

↓
 
「
末
如
詩
」
〔
蜀
汲
席
・
唐
季
全

っ
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
但
し
、
「
熟
」
は
入
声
で
あ
る
。

1050 1023 1010 

「
縁
淫
」
は
平
仄
式
に
問
題
が
生
じ
、
不
適
切
で
あ
る
。
「
縁
」

と

「

沿

」

は

音

が

異

な

る

が

同

義

的

で

あ

り

、

日

本

語

で

発

音

す
る
と
い
ず
れ
も
（
漢
音
・
呉
音
と
も
に
）
「
エ
ン
」
で
あ
る
た
め

書
き
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
「
縁
湊
」
の
用
例

と

し

て

、

陶

淵

明

『

桃

花

源

記

』

の

「

縁

淫

行

忘

路

之

遠

近

」

（
淫
に
縁
ひ
て
行
き
路
の
遠
近
を
忘
る
）
が
あ
る
。

「
雪
年
眉
」

鎌

倉

写

本

と

江

戸

初

期

写

本

甲

本

の

「

年

」

で

は

意

味

を

成

さ

ず

、

不

可

で

あ

る

。

書

写

が

繰

り

返

さ

れ

た

い

ず

れ

か

の

時

「
縁
淫
」

↓
 

「
有
山
情
」

↓
 

通

じ

て

い

る

だ

ろ

う

。

す

な

わ

ち

、

こ

の

聯

に

お

い

て

は

、

宋

本
以
降
の
実
質
性
の
あ
る
詩
句
に
対
し
て
、
『
千
載
佳
句
』
本
文

は
そ
の
特
徴
に
乏
し
い
。
し
か
し
、
『
千
載
佳
句
』
と
は
素
性
の

異
な
る
『
＋
抄
詩
』
（
高
麗
成
立
）
が
「
踏
雪
」
で
は
な
く
「
踏
月
」

に
作
る
本
文
を
も
つ
こ
と
か
ら
は
、
『
千
載
佳
句
』
の
作
る
本
文

が
存
在
し
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
宋
代
の
詩
の
特
徴
と
し
て
、

唐
代
に
比
し
て
実
質
性
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、

宋
刊
本
の
本
文
改
変
も
そ
の
潮
流
の
中
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
、

『
千
載
佳
句
』
本
文
が
唐
代
に
流
通
し
た
原
態
を
留
め
て
い
る

可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。

（
一
作
山
）
情
」
〔
季
全
〕

宋
蜀
刻
本
が
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
く
「
山
」
に
作
る
た
め
、

「
山
情
」
が
旧
い
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
季
振
宜
『
全

唐
詩
』
と
『
御
定
全
唐
詩
』
は
、
「
公
情
」
に
対
し
て
「
山
情
」

に
作
る
諸
本
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

「
沿
渓
」
〔
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

↓
 

「
雪
印
眉
」
〔
九
乙
国
・
新
・
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

「
有
公
情
」
〔
汲
席
〕
．

「
有
公

(28) 
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「
朦
」
は
僧
の
受
戒
後
の
年
数
で
、
夏
安
居
で
一
歳
と
数
え

る
こ
と
か
ら
「
夏
服
」
と
も
い
う
。
し
か
し
、
意
味
と
し
て
は

い
ず
れ
も
可
で
、
平
仄
等
に
も
問
題
が
な
く
、
『
千
載
佳
句
』
底

本
に
お
い
て
「
壽
朦
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

『
新
撰
朗
詠
集
』
は
、
『
千
載
佳
句
』
と
同
じ
く
、
「
壽
」
に
作

る。

以
上
か
ら
、
『
千
載
佳
句
』
杜
荀
鶴
詩
句
の
誤
写
は
、
鎌
倉
写
本
の

3

0

 

場
合
、

0
2
.
0
5
に

各

一

箇

所

を

み

る

。

前

者

は

音

に

基

づ

き

、

後

者

ー

1

は
字
形
の
極
め
て
似
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
は
、

書
写
が
続
け
ら
れ
て
い
く
い
く
つ
か
の
段
階
で
一
人
の
書
写
者
が
そ

の
異
体
字
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

音
に
基
づ
く
誤
写
の
例
と
し
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
明
紗
本
『
文

苑
英
華
』
所
載
の
白
居
易
「
新
楽
府
」
に
お
い
て
、
作
者
名
を
「
白

居
易
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
「
白
駒
易
」
と
誤
写
し
た
と
い
う
も
の

が
あ
る
（
註
11)

。
詩
人
の
名
前
は
詩
本
文
よ
り
も
書
き
誤
り
を
犯
し
に

く
い
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
書
写
と
い
う
作
業
か
ら
誤
写
は
排
除
で

1050 

「
壽
朦
」

↓
 

点
で
、
「
印
」
の
異
体
字
「
市
」
を
書
き
損
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
諸
本
は
「
印
」
に
作
り
、
こ
の
箇
所
で
の
誤
写
を
含
ま
な

い
『
千
載
佳
句
』
伝
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
千
載
佳
句
』
の
筆
写
者
が
江
戸
通
行
の
杜
荀
鶴
文
集
を
用

い
て
、
こ
の
箇
所
を
改
め
た
可
能
性
は
高
く
な
い
。
杜
荀
鶴
文

集
の
日
本
伝
来
本
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
で
も
珍
本
と
い

う
扱
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
書
写
者
が
杜
荀
鶴
文
集
の
刊
本

を
見
た
と
は
考
え
に
く
い
。

「
夏
服
」
〔
蜀
汲
席
・
唐
季
全
〕

五、

お
わ
り
に

き
な
い
こ
と
を
示
す
例
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
註
1
2
)
0

全
般
的
に
い
え
ば
、
『
千
載
佳
句
』
杜
荀
鶴
詩
句
は
丁
寧
か
つ
正
確

に
書
写
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

以
上
、
『
千
載
佳
句
』
撰
録
の
晩
唐
詩
人
・
杜
荀
鶴
の
詩
句
一
九
聯

お
よ
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
撰
録
杜
荀
鶴
詩
句
二
聯
を
取
り
あ
げ
、
諸

本
と
の
校
異
を
示
し
た
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
二
聯
に
は
諸
本
と
の
異
同
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
）
。
『
千
載
佳
句
』
の
詩
句
本
文
は
旧
紗
本
の
そ
れ
で
あ
り
、

詩
人
も
し
く
は
そ
の
時
代
の
本
文
を
保
存
す
る
と
い
う
意
味
で
貴
重

で
あ
る
の
だ
が
、
誤
写
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
千
載
佳
句
』

鎌
倉
写
本
に
は
二
箇
所
の
誤
写
が
あ
り
、
一
箇
所
は
字
の
類
似
性
の

た
め
、
別
の
一
箇
所
は
同
音
の
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

『
千
載
佳
句
』
の
一
九
詩
一
九
聯
中
に
は
、
侠
詩
か
ら
の
二
詩
二

聯
が
あ
り
、
宋
本
・
明
本
と
異
同
の
あ
る
聯
は
一
―
詩
―
―
聯
（
誤

3
 

写
の
疑
わ
れ
る
02
番
首
を
除
く
0
0
5
0
番
首
は
、
鎌
倉
写
本
に
は
誤
写
が
あ
る
が
、
そ

れ
以
外
の
本
文
に
も
異
同
が
あ
る
）
に
及
ぶ
。
本
文
に
異
同
が
高
い
割
合

で
存
在
す
る
こ
と
は
、
『
千
載
佳
句
』
の
、
白
居
易
を
除
く
他
の
詩
人

の
詩
句
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
（
唐
紗
本
・
旧
紗
本
が
の
こ
り
、
文
集
全
体

が
散
侠
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
白
詩
は
、
異
同
の
割
合
が
こ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
）
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、
『
千
載
佳
句
』
に
は
撰
録
さ
れ
な
い
二
詩
二

聯
が
あ
り
、
宋
本
や
明
本
と
の
異
同
は
な
い
。
旧
紗
本
本
文
と
し
て

認
定
で
き
る
ニ
―
聯
の
う
ち
、
侠
詩
を
除
い
た
一
九
聯
の
半
数
以
上

が
宋
明
本
お
よ
び
現
在
の
通
行
本
と
は
（
誤
写
で
は
な
い
）
異
同
の
あ

る
本
文
に
作
る
こ
と
は
、
唐
詩
を
研
究
す
る
上
で
留
意
す
べ
き
点
で

あ
ろ
う
。

(29) 
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『

千

載

佳

句

』

所

載

の

二

聯

は

『

十

抄

詩

』

に

も

含

ま

れ

て

い

る

5
 

が

、

本

文

を

同

一

に

は

作

ら

な

い

場

合

が

あ

る

（

金

子

番

号

00)
。

日

本

の

旧

紗

本

の

性

質

に

つ

い

て

は

、

『

白

氏

文

集

』

な

ど

多

く

の

諸

本

の

研

究

か

ら

明

ら

か

に

さ

れ

て

き

た

も

の

で

あ

り

、

『

＋

抄

詩

』

（

お

よ

び

そ

の

注

釈

書

）

の

み

で

は

な

く

、

朝

鮮

半

島

に

の

こ

る

旧

い

漢

籍

等

の

本

文

の

さ

ら

な

ら

研

究

に

よ

り

、

『

十

抄

詩

』

（

お

よ

び

そ

の

注

釈

書

）

の

本

文

の

特

質

が

よ

り

明

確

に

な

る

で

あ

ろ

う

し

、

朝

鮮

版

本

等

の

本

文

が

明

ら

か

に

な

れ

ば

ま

た

、

旧

紗

本

の

性

質

を

よ

り

深

く

述

べ

る

こ

と

が

で

き

る

だ

ろ

う

と

考

え

る

。

(
1
)
 

(
2
)
 

註

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

巻

と

第

1

「
杜
荀
鶴
博
」

―
1
0
一
七
年
二
月
）
）

（
『
日
本
古
代
学
』

（
句
題
和
歌
、

，
 

お
よ
び

『
千
載
佳
句
』

白
詩
本
文
に
つ
い
て
」

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
る

「
杜
荀
鶴
博
」

小
川
環
樹
編
『
唐
代
の
詩
人
ー
そ
の
博
記
』
（
大
修
館
書
店
、

年

）

所

収

の

中

嶋

み

ど

り

の

注

二

。

中

嶋

み

ど

り

氏

に

は
、
杜
荀
鶴
詩
研
究
の
慮
矢
で
あ
る
。

松
浦
友
久
編
『
漢
詩
の
事
典
』
（
大
修
館
書
店
、

（二

0
一
七
年
三
月
）
）

一
九
九
九
年
）
。

(
3
)
『
千
載
佳
句
』
収
録
詩
が
旧
紗
本
本
文
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
『
千
載

佳
句
』
許
渾
詩
校
異
」
（
『
文
学
研
究
論
集
』

4

6
（
明
治
大
学
大
学
院
、

(
4
)

先

行

研

究

と

し

て

、

金

子

彦

二

郎

『

平

安

時

代

文

学

と

白

氏

文

集

千
載
佳
句
研
究
篇
）
』
（
培
風
館
、

一
九
四
三
年
）

宋
紅
校
汀
『
千
栽
佳
句
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

0

0
三
年
）
が
あ
る
。

前
者
は
国
会
図
書
館
本
と
『
御
定
全
唐
詩
』
と
の
異
同
を
示
す
が
、
『
千

戟

佳

句

』

諸

本

間

お

よ

び

劉

馬

錫

文

集

別

集

と

の

異

同

に

つ

い

て

は

調

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
後
者
は
九
州
大
学
本
を
底
本
に
し
、
『
千
栽
佳
句
』

歴
史
民
俗
学
博
物
館
蔵
本
と
金
子
氏
翻
刻
、
お
よ
び
、
『
御
定
全
唐
詩
』

と

の

異

同

を

示

す

が

、

公

文

書

館

蔵

本

。

杜

荀

鶴

文

集

別

集

と

の

異

同

一
九
七
五

と
指
摘
し
て
い
る
。

(
6
)
 

て
お
り

健
氏
は
そ
の

「
白
氏
文
集
巻
六
十
六
」

学
』

7
 に

同
じ
。

年
）
。

「
解
題
」

に

お

い

て

、

静

永

に
基
づ
く
。

う
な
校
訂
態
度
に
基
づ
く
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

て
い
る
。

し
か
し
、
総
集
類
と
の
異
同
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

杜

荀

鶴

詩

校

注

に

は

胡

嗣

坤

・

拶

琴

氏

『

杜

荀

鶴

及

其

《

唐

凩

集

》

研
究
』
（
巴
蜀
書
社
、
二

0

0
五
年
）
が
あ
る
。
こ
の
校
注
で
は
、
『
御

定
全
唐
詩
』
を
底
本
と
し
、

先
哲
遺
書
（
清
劉
世
桁
編
）

(
7
)
(
6
)
 

一
九
九
七
年
）

な
ど
。

(
9
)

こ
の
時
代
区
分
は
、

初

刊

本

お

よ

び

光

緒

八

年

刊

本 宋
蜀
刻
本
、

（
一
九
九
一
年
一
＿
一
月
）
）

翻
字
」
（
『
白
居
易
研
究
年
報
』

汲
古
閣
蔵
本
、

四
庫
全
書
珍
本
本
、

本

と

『

御

定

全

唐

詩

』

と

の

校

勘

を

行

っ

(
5
)
拙
稿
「
『
全
唐
詩
』
の
校
訂
ー
白
氏
新
楽
府
を
中
心
に
ー
」
（
『
白
居
易
研

究
年
報
』
第

15
号
（
白
居
易
研
究
会
・
勉
誠
出
版
、
二

0
一
五
年
三
月
）

で
は
、
『
御
定
全
唐
詩
』
収
録
の
白
居
易
の
新
楽
府
に
お
い
て
、
こ
の
よ

(
6
)

芳
村
弘
道
編
『
十
抄
詩
・
央
注
名
賢
十
抄
詩
』
（
汲
古
書
院
、

こ

の

段

落

は

芳

村

弘

道

氏

の

(
8
)
太
田
次
男
『
旧
紗
本
を
中
心
と
す
る
白
氏
文
集
本
文
の
研
究
』
（
勉
誠
社
、

妹
尾
昌
典
「
『
千
載
佳
句
』
の
校
勘
」
（
『
成
城
国
文

こ
よ
る
。

•9. 

(
1
0
)

山
本
ま
り
子
「
葦
手
本
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
位
置
」
（
『
中
古
文
学
』

61
、

一
九
九
八
年
五
月
）
、
「
十
二
世
紀
書
写
と
さ
れ
る
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸

伝
本
に
つ
い
て
ー
葺
手
本
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
書
学
書
道
史
研
究
』

1‘

二

0

0
六
年
）
な
ど
。

(
1
1
)
神
鷹
徳
治
「
静
嘉
堂
文
庫
蔵
明
紗
本
『
文
苑
英
華
』
所
載
「
新
楽
府
」
（
凡

二
十
一
首
）
影
印
」
（
実
践
女
子
大
学
『
年
報
』

21

（二

0

0
二
年
）
）
。

(
1
2
)
静
永
健
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
古
筆
切
「
白
氏
文
集
巻
六
十
六
」
影
印
・

4 ヽ

二

0
0
1
―一年）

席

啓

寓

輯

の

お
よ
び
、

貴

池

二

0
1

の

誤

り

お

よ

び

欠

字

を

指

摘

し

八

三

首

が

の

こ

る

う

ち

の

お

お

よ

そ

半

数

に

誤

り

や

欠

字

が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
十
抄
詩
』
に
関
し
て
は
、
芳
村
弘
道
氏
が

の

著

書

等

に

お

い

て

収

録

詩

の

ほ

ぼ

全

篇

に

異

同

が

見

ら

れ

る
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